
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その制御入力でのオン／オフ信号のオン状態に応答して発振信号を与える出力を有する
スイッチと、
　その入力ポートにおいてＤＣ入力電位を受取り、かつ、その出力ポートにおいてＤＣオ
フセット電位を出力するＤＣオフセット回路と、
　前記スイッチの前記出力と前記ＤＣオフセット回路の前記出力ポートとに接続される増
幅器段とを含み、前記増幅器段は呼出出力を与え、
　前記増幅器段の前記呼出出力と前記スイッチの前記出力との間に接続されるフィードバ
ック回路をさらに含み、
　前記フィードバック回路は、並列接続された抵抗器およびキャパシタを含み、前記フィ
ードバック回路は、前記増幅器段の入力ポートに前記呼出出力をフィードバックすること
で、前記呼出出力の出力信号歪みおよび出力ノイズレベルを低減さ
　

、呼出発生器回路。
【請求項２】
　前記スイッチの入力に接続される発振回路をさらに含み、前記発振回路は予め定められ
た周波数の前記発振信号を発生する、請求項１に記載の呼出発生器回路。
【請求項３】
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　前記増幅器段はＢ級増幅器を含む、請求項１に記載の呼出発生器回路。
【請求項４】
　前記増幅器段は、反転入力ポートおよび非反転入力ポートを有する増幅器をさらに含み
、前記ＤＣオフセット回路の前記出力、前記フィードバック回路の前記出力、および前記
スイッチの前記出力はすべて前記増幅器の前記非反転入力ポートに接続される、請求項１
に記載の呼出発生器回路。
【請求項５】
　前記フィードバック回路はＲＣ回路であり、前記ＲＣ回路は利得設定抵抗回路を含む、
請求項１に記載の呼出発生器回路。
【請求項６】
　前記増幅器段は低電力放散の増幅器を含む、請求項１に記載の呼出発生器回路。
【請求項７】
　前記ＤＣオフセット回路の出力は、前記増幅器段に接続され、前記オン／オフ信号がオ
フ状態であるとき前記増幅器段にＤＣオフセット電圧を与える、請求項１に記載の呼出発
生器回路。
【請求項８】
　前記スイッチは電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）を含み、前記ＦＥＴのゲートは前記オ
ン／オフ信号に接続され、前記ＦＥＴのソースは前記発振器に接続され、前記ＦＥＴのド
レインは前記増幅器段に接続される、請求項１に記載の呼出発生器回路。
【請求項９】
　前記予め定められた周波数は２０Ｈｚである、請求項２に記載の呼出発生器回路。
【請求項１０】
　入来電話呼出に応答して前記オン／オフ信号をオン状態に設定し、それ以外は前記オン
／オフ信号をオフ状態に設定する呼出検出回路をさらに含む、請求項２に記載の呼出発生
器回路。
【請求項１１】
　前記スイッチ、前記フィードバック回路、および前記ＤＣオフセット回路の前記出力は
ワイヤードＯＲとして互いに接続される、請求項４に記載の呼出発生器回路。
【請求項１２】
　その制御入力におけるオン／オフ信号のオン状態に応答して発振信号を与える出力ポー
トを有するスイッチング手段と、
　その入力ポートにおいてＤＣ入力電位を受取り、かつ、その出力ポートにおいてＤＣオ
フセット電位を出力するＤＣオフセット手段と、
　前記スイッチング手段の前記出力と前記ＤＣオフセット手段の前記出力ポートとに接続
され、呼出出力を与えるための増幅手段と、
　前記増幅手段の前記呼出出力と前記スイッチング手段の前記出力との間に接続されるフ
ィードバック手段とを含み、
　前記フィードバック手段は、並列接続された抵抗器およびキャパシタを含み、前記フィ
ードバック手段は、前記増幅手段の入力ポートに前記呼出出力をフィードバックすること
で、前記呼出出力の出力信号歪みおよび出力ノイズレベルを低減さ
　

、呼出発生器回路。
【請求項１３】
　前記スイッチング手段の入力に接続される発振手段をさらに含み、前記発振手段は予め
定められた周波数の発振信号を発生する、請求項１２に記載の呼出発生器回路。
【請求項１４】
　前記増幅手段はＢ級増幅器を含む、請求項１２に記載の呼出発生器回路。
【請求項１５】
　前記増幅手段は、前記ＤＣオフセット電位と、前記スイッチング手段の前記出力ポート
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と、前記フィードバック手段とのワイヤードＯＲ組合せを受取り、かつ、その結果として
前記増幅手段に信号を出力するための増幅器手段をさらに含む、請求項１２に記載の呼出
発生器回路。
【請求項１６】
　前記フィードバック手段はＲＣ回路であり、前記ＲＣ回路は利得設定抵抗回路を含む、
請求項１２に記載の呼出発生器回路。
【請求項１７】
　前記増幅手段は低電力放散の増幅器を含む、請求項１２に記載の呼出発生器回路。
【請求項１８】
　少なくとも１つの電話機に呼出の発生を与えるラインカードであって、前記ラインカー
ドは、
　その制御入力におけるオン／オフ信号のオン状態に応答して発振信号を与える出力を有
するスイッチと、
　その入力ポートにおいてＤＣ入力電位を受取り、かつ、その出力ポートにおいてＤＣオ
フセット電位を出力するＤＣオフセット回路と、
　前記スイッチの前記出力と前記ＤＣオフセット回路の前記出力ポートとに接続される増
幅器段とを含み、前記増幅器段は呼出出力を与え、
　前記増幅器段の前記呼出出力と前記スイッチの出力との間に接続されるフィードバック
回路と、
　内部空間を囲むハウジングとをさらに含み、前記スイッチ、前記ＤＣオフセット回路、
前記増幅器段、および前記フィードバック回路は、前記ハウジング内に配置され、前記ハ
ウジングは前記ラインカードに動作的に接続され、
　前記フィードバック回路は、並列接続された抵抗器およびキャパシタを含み、前記フィ
ードバック回路は、前記増幅器段の入力ポートに前記呼出出力をフィードバックすること
で、前記呼出出力の出力信号歪みおよび出力ノイズレベルを低減さ
　

、ラインカード。
【請求項１９】
　前記ハウジングはシングルインラインパッケージである、請求項１８に記載のラインカ
ード。
【請求項２０】
　少なくとも１つの電話機に呼出の発生を与えるラインカードであって、前記ラインカー
ドは、
　その制御入力におけるオン／オフ信号のオン状態に応答して発振信号を与える出力ポー
トを有するスイッチング手段と、
　その入力ポートにおいてＤＣ入力電位を受取り、その出力ポートにおいてＤＣオフセッ
ト電位を出力するＤＣオフセット手段と、
　前記スイッチング手段の前記出力と前記ＤＣオフセット手段の前記出力ポートとに接続
され、呼出出力を与えるための増幅手段と、
　前記増幅手段の前記呼出出力と前記スイッチング手段の前記出力との間に接続されるフ
ィードバック手段と、
　内部空間を囲むハウジングとを含み、前記スイッチング手段、前記ＤＣオフセット手段
、前記増幅手段、および前記フィードバック手段は前記ハウジング内に配置され、前記ハ
ウジングは前記ラインカードに動作的に接続され、
　前記フィードバック手段は、並列接続された抵抗器およびキャパシタを含み、前記フィ
ードバック手段は、前記増幅手段の入力ポートに前記呼出出力をフィードバックすること
で、前記呼出出力の出力信号歪みおよび出力ノイズレベルを低減さ
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、ラインカード。
【請求項２１】
　前記ハウジングはシングルインラインパッケージである、請求項２０に記載のラインカ
ード。
【請求項２２】
　複数個の電話機に同時に呼出の発生を与えるための方法であって、
　前記複数個の電話機のうちの１つへの入来電話呼出を受取るステップと、
　オン状態とオフ状態とを有するオン／オフ信号を、前記入来電話呼出に基づいて前記オ
ン状態に設定するステップと、
　スイッチの入力に絶えず発振信号を与えるステップと、
　増幅段の入力に絶えずＤＣオフセット電位を与えるステップと、
　前記オン／オフ信号の前記オン状態に基づいて、前記スイッチの出力から前記増幅段の
前記入力に前記発振信号を出力し、前記増幅段の出力において呼出信号を出力するステッ
プとを含み、前記呼出信号は前記発振信号に基づくものであり、
　前記増幅段の前記入力に前記呼出信号をフィードバックするステップをさらに含み、前
記呼出信号はフィードバック回路を通過してから前記増幅段の前記入力に送られ、
　前記フィードバック回路は、並列接続された抵抗器およびキャパシタを含み、前記フィ
ードバック回路は、前記増幅段の入力ポートに前記呼出信号をフィードバックすることで
、前記呼出信号の出力信号歪みおよび出力ノイズレベルを低減さ
　

、方法。
【請求項２３】
　前記フィードバック回路は、前記フィードバック回路の抵抗器および前記スイッチの抵
抗器に基づく閉ループＡＣ利得を得るために設けられるとともに、前記フィードバック回
路の抵抗器および前記ＤＣオフセット回路の抵抗器に基づく閉ループＤＣ利得を得るため
に設けられる、請求項１に記載の呼出発生器回路。
【請求項２４】
　前記フィードバック回路は、前記キャパシタおよび前記抵抗器と並列接続される第２の
抵抗器をさらに含む、請求項１に記載の呼出発生器回路。
【請求項２５】
　前記フィードバック手段は、前記フィードバック手段の抵抗器および前記スイッチング
手段の抵抗器に基づく閉ループＡＣ利得を得るために設けられるとともに、前記フィード
バック手段の抵抗器および前記ＤＣオフセット手段の抵抗器に基づく閉ループＤＣ利得を
得るために設けられる、請求項１２に記載の呼出発生器回路。
【請求項２６】
　前記フィードバック手段は、前記キャパシタおよび前記抵抗器と並列接続される第２の
抵抗器をさらに含む、請求項１２に記載の呼出発生器回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の分野】
本発明は、同時に複数個の電話機のための呼出出力を生成する呼出発生器回路に関する。
より特定的には、本発明は、たとえば光ファイバラインにおいて用いるためのオンボード
呼出信号発生器に関する。
【０００２】
【関連技術の説明】
従来の呼出発生器回路は、典型的には、中央電話交換局（中央局）にある大きなユニット
である。そのような設置の場合、１つの呼出発生器回路が同時に多くの電話回線を駆動し
なければならない。これらの電話機の各々のための回線は、呼出発生器がある中央局に接
続される。電話トラフィックにより、しばしば、多数の電話機が同時に鳴ることがある。
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したがって、呼出発生器回路を、同時に多くの回線を駆動しかつ多くの電話機を呼出すよ
うに設計しなければならない。そのような呼出発生器回路の厳密な要件は、局において受
取られる電話の呼出の数および頻度のトラフィック統計に基づく。
【０００３】
電話利用者の数が増加し、光ファイバ通信のような代替の通信および伝達技術が開発され
るに従って、呼出発生器回路に新しい問題および要件が生じている。たとえば、図１は、
中央局１がディジタル回線５を介してＩＳＤＮネットワーク３にわたって情報を送るシス
テムを示している。その情報はＩＳＤＮネットワーク７によって受取られ、このネットワ
ークにおいて、加入回線９に接続される電話機１０が鳴る。このシステムは、回線９が同
じトランクにあっても中央局１が回線９の各々を個々に呼出す、図２に示されるより伝統
的なシステムとは対照的である。
【０００４】
再び図１を参照して、ディジタル回線５がたとえば光ファイバ回線である場合には、この
回線は、図２の伝統的なシステムに用いられる高電力呼出信号を伝達することができない
。米国では、そのような呼出信号は、ＡＣ信号が８６ボルトのＲＭＳで－４８ボルトのＤ
Ｃレベルで特定される。光ファイバケーブルの制限のような、伝達媒体の特性を考慮する
と、ローカル呼出発生器を提供する必要性が重要になってきている。
【０００５】
一例として、ＳＧＳトムソン（ SGS Thompson）製造のローカル呼出発生器は高価であり、
６０ボルトのＲＭＳおよび３０ボルトのＤＣしか生成しない。したがって、ＳＧＳトムソ
ンのオンチップレギュレータは、複数個の電話回線に呼出電圧を供給するための現在の米
国の仕様を容易に満たすものではない。その結果、呼出状態および非呼出状態の両方に対
して現在の電圧仕様に適合できる、複数の回線を呼出すための新しいローカル呼出発生器
が必要である。
【０００６】
【発明の概要】
したがって、本発明の目的は、現在の呼出仕様を満たすのに必要な要求される電圧を発生
しかつそれを低コストで行なうためのオンボード呼出発生器を提供することである。
【０００７】
この目的に従えば、中央局級の呼出信号を生成する呼出発生回路を備えるラインカードに
おいてローカル呼出を発生するための加入者回線インタフェース回路（ＳＬＩＣ）が提供
される。本発明に従った呼出発生器回路は、その制御入力におけるオン／オフ信号のオン
状態に応答して発振信号を与える出力を有するスイッチを含む。スイッチへの制御入力は
、電話回線が、入来呼出を示すために呼出を発生するべきであることを示す場合にはスイ
ッチを第１の状態、たとえば閉じられた状態にし、呼出が必要でない場合には第２の状態
、たとえばオフ状態にする呼出検出回路によって発生することができる。本発明に従った
呼出発生器はまた、その入力ポートにおいてＤＣ入力電位を受取りかつその出力ポートに
おいてＤＣオフセット電位を出力するＤＣオフセット回路を含む。本発明に従えば、増幅
器段は、スイッチの出力とＤＣオフセット回路の出力ポートとに接続され、呼出出力を与
えるものであり、フィードバック回路は、増幅器段の呼出出力とスイッチの出力との間に
接続される。
【０００８】
本発明の他の目的、特徴および利点は、以下により詳細に示す説明から当業者に明らかに
なるであろう。
【０００９】
本発明の例示的な実施例を添付の図面に示す。
【００１０】
【好ましい実施例の詳細な説明】
図３は、加入者回線インタフェース回路（ＳＬＩＣ）の一部分としてラインカードに組込
まれる、本発明に従った呼出発生器回路２０を示している。図３はまた、本発明に従った
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呼出発生器回路のブロック図を示している。発振器３０は、ライン３３上のオン／オフ信
号に応答するスイッチ３２に、発振器信号線３１を介して発振信号を与える。スイッチ３
２は、ライン３３上の呼出活性化信号を電話回線から直接受取るように構成することがで
き、または、ライン３３上のオン／オフ信号は、電話回線４２からの、入来呼出の存在を
示す信号に応答するオプションの呼出検出回路４１から発生することができる。スイッチ
３２の出力はスイッチ信号線３４であり、この出力は増幅器３５に与えられる。増幅器信
号線３６上の増幅器３５の出力は、呼出出力３８を生成するＢ級増幅器３７に与えられる
。呼出出力３８は、その出力端がスイッチ信号線３４に接続されるフィードバック回路３
９に与えられる。ＤＣオフセット回路４０は入力としてＤＣオフセット電圧４１を受取り
、ＤＣオフセット回路４０の出力はスイッチ信号線３４に接続される。したがって、増幅
器３５は本質的に加算増幅器としての役割を果たす。増幅器３７は、呼出発生器回路の電
力放散を最小にする役割を果たし、フィードバック回路３９は、出力信号のクロスオーバ
歪みを低減するだけでなく出力信号レベル３８を制御する役割を果たす。
【００１１】
図３に示すようなこの実現例では、中央局呼出信号発生器をラインごとにオンラインカー
ドにおいて低コストで製造することができる。
【００１２】
好ましい実施例では、発振器３０は内部発振器（すなわち、オンチップ）であるが、発振
器３０は内部発振器であっても外部発振器であってもよい。たとえば、本発明の第２の実
施例では、信号線３１を外部発振器に接続することができ、この場合、増幅器３５は外部
発振器入力を直接受取る。
【００１３】
第３の実施例では、オン／オフスイッチ３２は、オン／オフ信号３３がオン状態であると
きには発振器３０が増幅器に接続されかつオン／オフ信号３３がオフ状態にあるときには
接続されないように発振器３０自体を制御するように構成されるであろう。これらの３つ
の実施例を参照して、電話を呼出す必要があるときに信号線３４上の増幅器３５に入力が
与えられる限り、スイッチ３２および発振器３０のいかなる適切な構成も受入れることが
できるであろう。
【００１４】
好ましい実施例では、増幅ブロック３７はＢ級増幅器となるように選択される。これは、
このタイプの増幅器が低電力放散特性を有するからである。しかし、低電力放散特性を有
する他のタイプの増幅器をこの増幅ブロック３７に用いることも可能である。たとえば、
アイドル状態にあるときに電力放散が２５ミリワット以下である増幅器であれば、増幅ブ
ロック３７として適切に動作するであろう。
【００１５】
図４は、本発明に従った呼出発生器を実現するために用いられる回路の概略図である。図
４の点線は、図３のブロック図に示す構成要素に対応する。
【００１６】
発振器３０は従来の設計であり、信号線３１上に２０Ｈｚ、２．７ボルトのピーク（ピー
クからピークまででは５．４ボルト）信号を生成する。ダイオードＤ１およびＤ２は、ピ
ーク電圧を２．７ボルトに設定するように緩やかなクランピングを与える。上述のように
、信号線３１上に２０Ｈｚ、５．４ボルトのピークからピークへの信号を発生するために
、いかなるタイプの発振器を用いてもよい。さらに、図４には、発振器３０がオンボード
呼出回路に組込まれていない第２および第３の実施例の場合に外部源から発振信号を供給
するために用いることができる入力信号線３１ａが示されている。信号線３１は、信号線
３３上のオン／オフに応答するスイッチＱ５に経路づけされている。好ましい実施例では
、スイッチＱ５は、そのゲートがオン－オフ信号３３に接続され、そのソースが信号線３
１（またはオフチップ発振器の場合の信号３１ａ）を受取るように接続され、そのドレイ
ンが増幅器Ｕ１Ｂの反転入力６に接続される電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）である。
【００１７】
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スイッチＱ５が閉じられると、２．７ボルトのピークの発振出力が、好ましい実施例では
加算接合部としての役割を果たす、増幅器Ｕ１Ｂの反転入力に与えられる。増幅器Ｕ１Ｂ
の加算接合部は、フィードバック回路３９の出力、ＤＣオフセット回路４０の出力および
スイッチＱ５の出力から増幅器への電流を加算する。これらの３つの装置からの電流のこ
の加算は、ワイヤードＯＲ機能のような、当業者に既知の態様で行なわれ得る。
【００１８】
スイッチＱ５から出力された電流Ｉ 1  がライン３４上の電流Ｉ 2  よりも大きければ、信号
線３８上の呼出出力電圧は逆の極性で増加しなければならない。この場合、増幅器Ｕ１Ｂ
の加算接合部６の電圧Ｖ２は、ピン７上の増幅器Ｕ１Ｂの出力を－５ボルトに向けてロー
に駆動させることによって、ピン５上の０ボルトの接地基準を上回る。これによりＢ級増
幅器３７のＱ１がオンになり、それによってトランジスタＱ４がオンになり、したがって
、呼出出力３８が負の方向に増加する。その後、フィードバック回路３９は電流レベルＩ
２を増加させ、プロセスは所望の出力レベルが達成されるまで継続する。ＡＣ電圧をＤＣ
電圧に変換する場合には、同様の動作が逆方向に生じる。
【００１９】
閉ループ利得は、並列な抵抗Ｒ１５およびＲ１６と、抵抗Ｒ１とによって設定される。好
ましい実施例では、抵抗Ｒ１５およびＲ１６はそれぞれ互いに並列な２００Ｋの抵抗で、
これにより１００Ｋの抵抗を形成し、Ｒ１は２Ｋの抵抗である。したがって、１００Ｋ／
２Ｋ＝５０であるため、閉ループＡＣの利得は５０である。好ましい実施例では、フィー
ドバック３９はまた、抵抗Ｒ１５およびＲ１６と並列な、１０ｐＦの値を有するキャパシ
タＣ６を含む。
【００２０】
ＤＣオフセットは、フィードバック利得と本質的に同様の方法で設定され、Ｒ１５、Ｒ１
６およびＲ１０の組合せによってＤＣ利得を設定する。したがって、好ましい実施例では
、ＤＣ利得は１００Ｋ／Ｒ１０である。米国における呼出仕様要件を満たすためには、呼
出出力信号のＤＣレベルは－４８ボルトでなければならない。したがって、ＤＣオフセッ
ト４１と抵抗Ｒ１０の値とは、この要件に従って設定される。好ましい実施例では、増幅
器段３７に入力される電圧＋Ｖおよび－Ｖはそれぞれ＋１００ボルトおよび－２００ボル
トに設定される。
【００２１】
呼出回路の高利得のため、高周波数ノイズを排除しかつループの安定性を向上するために
、キャパシタＣ６、Ｃ７およびＣ８が用いられる。高利得はまた、電話回線に生じ得るク
ロスオーバ歪みを低減するのに役立つ。
【００２２】
ここに記載した好ましい実施例の結果、呼出が生じていない場合には呼出出力信号は－４
８ボルトＤＣであり、呼出モードにおいて呼出出力信号は－４８ボルトのＤＣレベルに関
して８６ボルトのＲＭＳのＡＣ信号である。これらの状態はともに、図６に示されている
。
【００２３】
増幅器段３７は、直列の抵抗Ｒ１１およびＲ１２を含む。好ましい実施例では、抵抗Ｒ１
１およびＲ１２は、３．３ｋΩである。抵抗Ｒ１１はキャパシタＣ７に並列に接続され、
抵抗Ｒ１２はキャパシタＣ８に並列に接続される。上述のように、これらのキャパシタに
よって高周波数ノイズが排除され、これらのキャパシタは好ましい実施例では４７ｐＦに
設定される。
【００２４】
増幅器段３７はまた、バイポーラトランジスタＱ１およびＱ２を含む。好ましい実施例で
はこれらのトランジスタをバイポーラトランジスタとして示しているが、当業者であれば
、本発明の教示に従って他のいかなるタイプのトランジスタを増幅器段３７に用いること
も可能であることを認識するであろう。トランジスタＱ２のエミッタは抵抗Ｒ１１および
キャパシタＣ７に接続され、トランジスタＱ２のベースは抵抗Ｒ８を介して増幅器３５に
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接続され、トランジスタＱ２のコレクタはトランジスタＱ３のベースに接続される。トラ
ンジスタＱ１のエミッタは抵抗Ｒ１２およびキャパシタＣ８に接続され、トランジスタＱ
１のベースは抵抗Ｒ８を介して増幅器３５に接続され、トランジスタＱ１のコレクタはト
ランジスタＱ４のベースに接続される。
【００２５】
トランジスタＱ３のエミッタは、好ましい実施例では＋１００ボルトである＋Ｖ外部電圧
源に接続される。Ｑ３のコレクタは、呼出回路の出力ポート３８に接続される。図３から
わかるように、出力ポート３８は、図４のＲ１６、Ｒ１５およびＣ６の組合せに対応する
フィードバック回路３９に接続される。
【００２６】
トランジスタＱ４のエミッタは、好ましい実施例では－２００ボルトである－Ｖ外部電圧
源に接続される。Ｑ４のコレクタは、呼出回路の出力ポート３８に接続される。なお、好
ましい実施例では＋Ｖおよび－Ｖに関してそれぞれ＋１００ボルトおよび－２００ボルト
が用いられるが、増幅器段３７への供給電圧の組合せは他のものでも可能である。本発明
の別の実施例では、増幅器段３７の出力端において電流リミッタが組込まれてもよく、こ
れによって出力信号が適切に制限される。
【００２７】
ここに記載した本発明の好ましい実施例に従った回路を用いてテストを行えば、すべての
負荷条件に関して出力信号の歪みが１．５％未満であり、出力ノイズレベルがピークから
ピークで約１００ミリボルトであることがわかる。アイドル状態における電力放散は２５
ミリワットであると測定され、１呼出負荷での活性状態における電力放散は５５０ミリワ
ットであると測定され、５呼出負荷での活性状態における電力放散は２．１９ワットであ
ると測定された。
【００２８】
本発明に従った呼出発生器は、図５に示されるように、ラインカード上に設置する場合に
シングルインラインパッケージ（ＳＩＰ）のような適切なパッケージに設けることができ
る。
【００２９】
以上、本発明の好ましい実施例を説明したが、本発明の教示に従って、前掲の特許請求の
範囲に示した本発明の範囲から外れることなく上述の実施例に変形例を作ることができる
ことは当業者に明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】中央局がたとえば非金属伝達媒体を介してＩＳＤＮネットワークにおいて接続さ
れる電話システムを示す図である。
【図２】中央局がラインの各々を個々に呼出す伝統的な電話システムを示す図である。
【図３】本発明に従った呼出回路のブロック図である。
【図４】本発明に従った呼出回路の概略図である。
【図５】ラインカード上に組込むべき、本発明に従った回路のための入力ピンおよび出力
ピンを示す図である。
【図６】呼出状態および非呼出状態の両方の場合に関する、本発明に従った回路を用いて
発生されるＡＣ電圧信号およびＤＣ電圧信号を示す図である。
【符号の説明】
３０　発振器
３２　スイッチ
３５　増幅器
３７　増幅器段
３９　フィードバック回路
４０　ＤＣオフセット回路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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